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大
阪
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
の
成
功
に
向
け

本
部
常
任
理
事
会
が
開
催
さ
れ
る

二
月
十
七
・
十
八
の
両
日
、
東

京
で
第
三
回
本
部
常
任
理
事
会
と

全
国
大
会
準
備
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
常
任
理
事
会
は
昨
年
十

月
に
開
催
し
た
第
一
回
理
事
会
以

後
の
活
動
報
告
を
行
っ
た
あ
と
、

最
近
の
情
勢
と
不
再
戦
平
和
、
帰

国
者
問
題
、
友
好
交
流
、
文
化
活

動
や
組
織
・
財
政
問
題
に
つ
い
て

熱
心
に
討
論
し
ま
し
た
。

日
中
間
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛

ん
に
な
る
中
で
、
協
会
の
役
割
も

問
わ
れ
て
お
り
、
交
流
の
強
化
や

活
動
の
幅
を
ひ
ろ
げ
る
事
を
検
討

す
る
た
め
、
協
会
内
に
新
た
に

「
交
流
委
員
会
」
を
設
立
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
織
面
で
は
会
員
二
万

人
を
目
標
に
取
組
ん
で
い
る
拡
大

活
動
で
、
当
面
五
月
の
全
国
大
会

ま
で
に
３
２
５
名
の
新
し
い
会
員

を
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
ま
た
兵
庫
の
姫
路
支
部
が

再
建
さ
れ
た
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

そ
し
て
、
新
し
く
協
会
紹
介
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。
鮮
や
か
な
カ
ラ
ー
印
刷
、
若
い

世
代
を
含
め
た
幅
ひ
ろ
い
層
を
意
識

し
た
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

全
国
大
会
準
備
委
員
会
で
は
、
大

阪
で
の
全
国
大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

府連通信

劉
老
師
を
招
き
太
極
拳
合
宿

近
畿
・
東
海
か
ら

六
〇
名
が
参
加

二
月
二
四
・
二
五
日
京
都
府
八
幡
・

石
清
水
体
育
館
で
北
京
体
育
大
学
・

劉
玉
萍
老
師
を
招
き
、
六
〇
名
が
参

加
し
て
太
極
拳
講
習
会
を
開
き
ま
し

た
。
京
都
駅
へ
出
迎
え
た

後
昼
食
を
取
り
、
そ
の
後

電
車
を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら

会
場
へ
、
す
ぐ
に
準
備
体

操
の
後
、
二
組
み
に
別
れ

て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

二
四
式
を
四
段
に
分
け

て
日
本
語
で
、
指
導
員
ク

ラ
ス
と
一
般
参
加
者
ク
ラ

ス
の
、
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

第
八
六
期
中
国
語
講
座

四
月
開
講

中
国
人
と
の
日
常
会
話
が
で
き

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

会
員
・
学
生
割
引
が
あ
り
ま
す
。

（
週
一
回
・
二
時
間
・

六
ヶ
月
二
〇
回
受
講
）

受
講
料
・
３
９
０
０
０
円

二
科
目
受
講
は
５
８
５
０
０
円

入
学
金
・
１
５
０
０
０
円

授
業
の
見
学
は
無
料
で
二
科
目

ま
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

レ
ッ
ス
ン
も
常
時
受
付
中
で
す
。

て
手
や
脚
の
使
い
方
な
ど
、
用
法
を

示
し
な
が
ら
的
確
に
指
摘
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
「
目
か
ら
う
ろ
こ
」
と
、

感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

劉
老
師
は
両
腕
も
流
れ
る
よ
う
に

動
か
し
、
弓
歩
も
歩
幅
の
広
い
美
し

く
力
強
い
型
で
、
見
本
を
示
し
な
が

ら
起
勢
か
ら
収
勢
ま
で
す
べ
て
の
型

を
ポ
イ
ン
ト
指
導
し
、
二
日
間
の
時

間
配
分
も
ぴ
っ
た
り
で
、
最
後
に
全

員
で
二
四
式
を
演
じ
て
、
参
加
者
も

納
得
の
行
く
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
寒
の
戻
り
で
大
変
冷
た
い

中
、
熱
心
に
指
導
さ
れ
た
劉
老
師
に

感
謝
を
申
し
上
げ
、

三
月
下
旬
に
帰
国
さ

れ
る
劉
老
師
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
祈
念

し
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
で
し
た
。

西
支
部
Ｈ
Ｐ
の
掲
示

板
に
感
想
を
お
寄
せ

下
さ
い
。

二面にチベット鉄道の記事を連載しています。

第３回 多文化ふれあいデー
太極拳や胡弓、きりえなどで大阪府連も参加して、国際

交流と協会の宣伝を行います。会員の皆さんはもとより、

お友達も誘って多数の参加をお待ちしています。

３月２５日（日）１１時～１５時

会場：尼崎つかしんチャーチ広場（参加費無料）

阪急伊丹線稲野駅から300ｍＪＲ宝塚線猪名寺駅から400ｍ

連絡先：日中大阪府連合会 06-6372-8131

三
月
一
日
、
大
阪
府
連
に

中
国
駐
大
阪
総
領
事
館
か
ら

鄧

偉
副
総
領
事
と
郭

雪

景
副
領
事
が
表
敬
訪
問
に
来

ら
れ
ま
し
た
。
大
阪
府
連
か

ら
は
渡
辺
会
長
・
片
山
理
事

長
・
高
瀬
事
務
局
長
が
迎
え

ま
し
た
。

渡
辺
府
連
会
長
が
日
中
友

好
協
会
大
阪
府
連
合
会
の
歴

史
と
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
、

な
ご
や
か
な
雰
囲
気
で
会
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

鄧

副
総
副
領
事
は
「
府
連

の
文
化
活
動
や
不
再
戦
平
和
活

動
に
も
領
事
館
と
し
て
出
来
る

だ
け
協
力
し
た
い
。
こ
れ
か
ら

も
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
語
ら
れ
、
三
月
十
一
日

の
「
日
中
春
の
つ
ど
い
」
に
も

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
の
べ
ら
れ

ま
し
た
。

中国大阪総領事館から

府連に表敬訪問
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日
中
関
係
の
現
状
と
今
後
の
展
望

「
北
京
の
現
場
か
ら
の
報
告
」

在
中
国
・
日
本
大
使
館
・
岡
田
勝
氏
が
講
演

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
４
０
０
キ
ロ
ほ
ど

行
け
ば
お
隣
の
ネ
パ
ー
ル
、
と
ブ
ー

タ
ン
で
す
。
４
０
０
キ
ロ
と
言
え
ば

大
阪
～
静
岡
県
ほ
ど
の
距
離
で
す
。

当
然
そ
こ
に
は
世
界
最
高
峰
の
（
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
）
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
立
ち

は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
に

イ
ン
ド
と
鉄
道
で
結
ば
れ
る
日
が
来

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
れ
ば

昔
三
蔵
法
師
が
（
天
竺
？
）
へ
旅
に

出
た
夢
の
ル
ー
ト
が
実
現
す
る
時
が

来
る
の
も
そ
う
遠
く
は
あ
り
ま
せ
ん
！
？

そ
し
て
、
何
よ
り
も
チ
ベ
ッ
ト
の
山

岳
地
帯
（
四
千
ｍ
～
五
千
ｍ
）
特
有

の
景
色
と
、
自
然
保
護
区
の
中
で
色
々

な
貴
重
動
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
に
は
豊
富
な
鉱

物
資
源
が
眠
っ
て
い
ま
す
。
鉄
道
の

開
通
で
開
発
も
徐
々
に
進
む
で
し
ょ

う
。
し
か
し
自
然
を
破
壊
す
る
事
は

戒
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
貴
重

な
金
属
ク
ロ
ム
、
マ
グ
ネ
サ
イ
ト
、

リ
チ
ウ
ム
、
炭
化
ホ
ウ
素
、
白
雲
母

や
塩
湖
が
二
千
以
上
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
チ
ベ
ッ
ト
に
は
珍
し
い
キ

ノ
コ
類
を
始
め
多
く
の
薬
草
も
あ
り

ま
す
。

そ
れ
に
、
民
族
衣
装
や
チ
ベ
ッ
ト

特
有
の
金
銀
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
仏

像
、
メ
ノ
ウ
細
工
に
出
会
え
ま
す
。

さ
て
青
蔵
鉄
道
に
乗
っ
て
み
ま
し
ょ

う
。中

国
の
誇
る
最
新
鋭
の
『
２
５
Ｔ

型
列
車
』
の
最
高
時
速
は
１
６
０
キ

ロ
で
す
。
沿
線
を
走
る
ス
ピ
ー
ド
で

す
が
、
開
通
区
間
（1

9
5
6

ｋ
ｍ
）
は

八
〇
ｋ
ｍ
前
後
で
走
行
し
ま
す
。
中

国
で
も
最
高
レ
ベ
ル
の
鉄
道
技
術
で

施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
列
車
の
窓
は

大
き
く
開
放
的
で
日
本
の
新
幹
線
と

よ
く
似
て
い
ま
す
し
、
車
内
か
ら
の

展
望
は
絶
景
で
す
。

電
光
掲
示
板
も
中
国
語
、
チ
ベ
ッ

ト
語
、
英
語
で
速
度
や
車
内
の
温
度
、

到
着
時
間
等
が
表
示
さ
れ
、
清
潔
感

あ
ふ
れ
る
ト
イ
レ
は
環
境
に
配
慮
し

て
真
空
タ
ン
ク
で
排
泄
物
の
垂
れ
流

し
は
あ
り
ま
せ
ん
。
手
洗
い
の
蛇
口

は
自
動
式
で
、
座
席
は
硬
座
（
二
等

車
）
軟
臥
（
一
・
二
等
寝
台
車
）
が

あ
り
液
晶
Ｔ
Ｖ
や
お
茶
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

普
通
の
列
車
よ
り
座
席
は
広
め
で

す
。
食
堂
は
四
四
席
（
調
理
器
具
は

オ
ー
ル
電
化
）
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
お
茶
は
自
席
で
自
由
に

飲
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

（
常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫
）

（
祝
）
青
蔵
鉄
道
開
通
②

青
蔵
高
原
昆
侖
山
を
見
な
が
ら
走
る

最
新
鋭
の
『
２
５
Ｔ
型
列
車
』

二
月
一
八
日
神
戸
外
大
の
公
開

講
演
会
で
、
岡
田
さ
ん
は
九
七
年

の
橋
本
総
理
訪
中
か
ら
〇
六
年
の

安
部
総
理
の
訪
中
ま
で
、
日
本
側

通
訳
と
し
て
の
立
場
か
ら
講
演
さ

れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
昨
年
一
〇
月
八
日
の

日
中
共
同
プ
レ
ス
の
内
容
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
日
中
双
方
は
、

国
交
正
常
化
後
三
五
年
に
わ
た
る

様
々
な
分
野
で
の
相
互
理
解
と
発

展
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
が
今
回
、

新
た
に
「
日
中
双
方
は
、
日
中
関

係
の
健
全
か
つ
安
定
的
な
発
展
の

持
続
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
両
国

の
基
本
的
利
益
に
合
致
し
、
ア
ジ

ア
及
び
世
界
の
平
和
、
安
定
及
び

発
展
に
対
し
て
共
に
建
設
的
な
貢

献
を
行
う
こ
と
が
、
新
た
な
時
代

に
お
い
て
両
国
及
び
両
国
関
係
に

与
え
ら
れ
た
厳
粛
な
責
任
で
あ
る

と
の
認
識
で
一
致
し
た
」
点
が
こ

れ
ま
で
の
日
中
共
同
声
明
・
日
中

平
和
友
好
条
約
及
び
日
中
共
同
宣

言
を
一
歩
発
展
さ
せ
た
内
容
に
成
っ

て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
の
日
中

二
国
間
の
課
題
か
ら
、
ア
ジ
ア
と

世
界
の
た
め
の
貢
献
を
う
た
っ
た

戦
略
的
互
恵
関
係
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
政
経
分
離
か
ら
政
治
と
経
済
は

車
の
両
輪
と
し
て
の
位
置
を
明
確

に
し
た
事
で
あ
る
。
も
う
一
点
は

「
日
本
側
は
、
中
国
の
平
和
的
発

展
及
び
改
革
開
放
以
来
の
発
展
が

日
本
を
含
む
国
際
社
会
に
大
き
な

好
機
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を

積
極
的
に
評
価
し
た
。
日
本
側
は

戦
後
六
〇
年
余
、
一
貫
し
て
平
和

国
家
と
し
て
歩
ん
で
き
た
こ
と
、

そ
し
て
引
き
続
き
平
和
国
家
と
し

て
歩
み
続
け
て
い
く
こ
と
を
強
調

し
た
。
中
国
側
は
こ
れ
を
積
極
的

に
評
価
し
た
。
」
こ
と
に
見
ら
れ

る
様
に
、
政
治
・
経
済
・
文
化
・

歴
史
な
ど
に
つ
い
て
対
話
・
協
議

を
重
ね
て
一
層
信
頼
を
深
め
て
い

く
と
強
調
さ
れ
た
。

質
問
で
は
、
東
シ
ナ
海
問
題
・

靖
国
神
社
参
拝
問
題
・
中
国
の
一

人
子
政
策
・
中
国
の
学
生
の
就
職

な
ど
に
つ
い
て
岡
田
氏
の
見
解
が

述
べ
ら
れ
た
。
南
京
大
虐
殺
に
つ

い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
テ
ー
ブ

ル
の
水
の
入
っ
た
コ
ッ
プ
を
示
し

て
こ
の
中
身
は
と
問
わ
れ
た
。
し

か
し
中
身
が
違
う
、
酒
か
も
・
入
っ

て
な
い
と
主
張
す
る
人
に
は
組
み

し
な
い
と
態
度
で
示
さ
れ
た
。

二
月
二
〇
日
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
・

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

茶
屋
町
・
東
梅
田
学
習
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
教
室
・
第
一
中
学
体
育
館

金
曜
日
・
午
後
七
時
か
ら

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

ケ
ア
セ
ン
タ
ー｢

け
あ
ぱ
る｣

水
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

全
国
大
会
五
月
に

大
阪
市
内
で
開
催

日
中
友
好
協
会
の
第
五
六
回
全

国
大
会
は
五
月
一
九
・
二
〇
日
、

大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
成
功
の
た
め
会
場
設
営
な

ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ム
ー
ブ
で
キ
ャ
ス
タ
ー
が
好
き
勝

手
な
見
解
を
述
べ
て
い
た
が
、
マ

ス
コ
ミ
界
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

ヤ
ラ
セ
・
デ
ー
タ
ー
捏
造
と
同
じ

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
日
中
間

で
大
切
な
こ
と
は
事
実
に
沿
っ
て

対
話
と
協
議
を
重
ね
て
お
互
い
が

信
頼
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
（
片
山
英
徳
）


